
rDLく･ひ･'げろ･はみJ
如 みど')

1. はL･.めに

Lĉく｣｢はる｣は , 私たちQ)日額生者のヰ1･･よく夜･われて
いち基細 tJ幼細であわ.4日 ,この子軌 ま.ああiのを
息くの19号,本tTbという患ネtておい て.頻赦 して､lろ07で

lゴないや､ヒ亀わ帆 布｡ まf:" ｢ひヮIJ.ろ}11.rひく｣十 ｢1才aLl
の巌合新顔 rひき･lまあJが女化 しT:qrであ布ヒ秀丸ち帆 今
日では, 一轟 とみfJtて81い13ど頻軌 て風われてい ち.私

Q)垂線 では TbtくJより古くだlJた亀LJが亨ろがJ 使用キ此
ろ鏡面L3.かrJり衷亀 性があるJ.うに足う.ゆえに,一 二で
は.rひく･ひっぱあ･はる-｣の三轟を地鉄食射し,あo)もの
がヒーのようTi勅席を友わしていb云がを秀察 しr:t､.

では , rひく ･は み･J Li . それぞれ ビんrJ泉尊皇拝hlてい

ろカ㍉ 比較餌iく巷か机ろ亨も掛 ､必 して密度 してみr=.
剥く･-･一弓をCA'く

貴 く･一一･綱rJヒt7･.臥,li｡ってゆく

強く一･--4･席の才へひきiせる
挽く---･カをIめてL̂く

曳く--･･ひきすIb
泉 く--･-一身をひ,lJoろ

響く一一一･ひき比湖 的 にさせ乍い
劫 く-･-･かき扱く

轟く一日-かき11ナろ

簸ろ･-･･尋にフろ老けろ
(あがり伸 びttろJ

簸ろ･一･･は りっ Ilろ

門69.三唱藍『新
戎和す蕗牽g参酵

ニ轟ヒ与,最も･瑚旦吋fJrぞtく･簸るJl1 , 号を吸うとき

o)勃伴 ヒ闇麻があf)孝うだ｡しかし,r4邑かく｣ ヒT号をげ
ろJ で't7轟攻が裳Tjリ.葡頚 4｢ヽ.ひ土亡一々†■l Lf11'ろIヒ,後嶺II



か こっるをとL)'7けろJヒであケ･まrこ , rひくJは いちいち

T3泉客が伺い.ら亘,食泉のĈちがリを麗 し･やせろが,金各町

(: r与 J ヒ魚い闇わリ食いをもってし､ろ1うだ.tJあ , ｢ひっ
ぼ るJ .i尊通からがrJで暑くが ･ r.51草 J々 阜緩 く｡
奇兵呈示に. 『日本固辞大帝凍D(､順 館)で緒虎艶色錦べ

た とこち′｢Fu<｡は∴､リ与で級*)C)薮 〔名言温).ノヘクル

(喪)C)鼻 (盲見境〕′ヒ13)ビd)E.き丁こけ長 くJi)Q)ヒ(和 旬

解3 ′ 『は ら.913, ヒテクアJL澗湧)の縛 (名書通j,)へJL(史)
3)薮〔吉元碗)J ヒあリ,ニ歯の剛 こ境港 櫨がみられTT ｡

見. ｢cAく･･ひっぼる･I3ろ｣ああ産東新

でIi●.中､ヾ鮮魚攻の鼻英･3ビ)lてあるのrTううか .

2.ユ. 他卯網的用泉で..rf,藤 ヒrJ･)うちや灸物

掛択払与盲布を朗｣を 笥 争.i aJ)を ⇒く皇 堂哀ーiか く 0 ?I■日■一■■- 0
メ ?I メJひっI3'h 0 ｢o 0

一一■ ○ !o X ウI XLは一方 0 ○
-一■0 X X メ ●■■■ ■●-■■0 ×ます､J 乳藤や呼C)ようri細かし､)†ラベラの之

のlてついてLS与藷 とi喜久T

J･.t､Jうだ｡ (上泉争鰐)(i)?風呂鵜に 水を かく.

(2) 風呂廟に 水を fS

A.(3) 田lこ 水を ひく.(射 苛Z: 氷.を ほろ

.東和 こついてはLt･TrJ-い.かこうと足ってい ぼ机各ちてiaうから

で.ある.イ旦し,Jfイ7.や.1.-スf:1-どで どIかが ら水を移

如き･eてもってくみ鼻 でTJ ら, ｢t̂ (｣rひっLJ･カJi偲えち.上Q)Jq

･は くr)(リ ーよその亀であカ. ヒ･こちカで(2)(4)r･ほ .一面t-_水を頚



そdutiQLの対象軌 二つY､て･rひく｣とrt3.a.J牢比べてみ ろと･
rlJゐ｣.LS ･ t̂も状吊 .d).･(蘇.′ 綱′蕗′ フt'A)∴や′穿い乎ウ
r3.もb.:(奉･紙′赦,タイル亘t-)lこうい て ノ好Lで喝いら●
れろiうだ.

｢ひっL.3'ろJは一比鮫紳ビ純 対象物でiヒ丸みが ,.2･.1･の
表土赤さ帆た中でlま,:'･:llTひ く｣lて沓･i't東泉で使われている.し●-●
か L, 7-布 を UつけるJ は.rti'･ち｣ に姓い.
く9) ドア一色 ひく.

り) ド71-を ひっげろ.
(7J 盲人･4'4･を･ム(. 壬j

(a) 盲 人の4･壬 ひ7Ll･ろ.

例文(6)(a)'lま･ 針†七り方lこ3'.<:.I..･.孝少ふI･･けr<j&-i

L･･,あるいは韓理lて麓っIS･くかくユ17jf読ああ.

(1) あが 太の級萱 .Dく･
くJO) ･私が え.の敗色.ひ7げも.

(//) (太が) 夜 色 Iiる. (lJ′) 級 が けち.

～～で鼻息Lrf.l山 1'rJらri･tTさと.エ･(a)Q,r,i扇 は
(7)(a)と.ま , 文恭釣J=五泉泉的 I=与かtJリ遭 うというIとて
あわ.(H')のよう1:歯軸南郷 こ舌表現でき.Tほらがほろ｣
IJt･･ヒ似 た用急で,如 ､ら外側に向がフてカが働 き,外面(未
の皮′ LSら07度)がb47は○ら似ろiう1.='甘みことで･あみ｡rU･

く｣ にも.｢頚 がb̂く｣3')よう離 鋤毎野田蕗が あ亭々 T, 今
軌 壬.他動毎的周東を苧叱 に分封をすうC?みの七･海路する.

a,a. rはも｣ 3通産あ⊥阜東

上の(/I)の例ヒI.2)(a)の ｢担 巧み｣ の轟如 希え卵 蕪
ちと･･一巾 る｣の中畑 最速のヰiJ′･対象坤を亨､t.'9.:ら夕潮 入
伸 ば しT二･)和 IT.fこIj.L七･R畳を･占めろ一Iとが皇帝亘のTt'.(巧I i

loa



いか と亀めれる.

日2L) ビラを ほろ.

H3) 軒 を lま古.

くけ) タイル与 は.ち.

こJtらo)丈におLlてt.･ま,対象物の碑U.というよリ.舌, 放置･
蕗動 く旦車があ･ろよう隼 傘 t強 や布 をピー.ンとのばLfJが

らlまっ隼 -ヒから,単 l二･C)I)13.どで13リっげ ろ恵 に 的 が
ったのだろう｡

2.3. rひく｣ ヒ rほ ろ.JKlいて
次の例えは 仇た痴面を子亀できろ.
鯛を ひく｡

解 を lま呑.

碁を ひく.

各を tまわ.

(flit.I)零せるあるある)

(/S:)- ULS)は , 鋼や各を一方からiう一 方へのば して凍了

という恵良 にと帆 も.I.たが , ユ.17ン久が多少贋t4-･),rb̂ん

が移動を子亀 して､＼ろd)に対 しIrlよるJ は 移勢 い il;e･係TJtl.

永嵐を ひく.

ガスを oL(｡ (その･池′電車 , 電気 ,農具'.
頑を はみ｡

慮 (屋台)を はる｡ (･､:d)iti,テ',巨 祝宴)

';'ヂ;･～(2?)r'(i -,=i濁 すZu,という窮鼠､さ･があI=-･がJr中.ち..ト ･･
政和 ･'･･.::tIが･･l･､ら巨フて<ろ直言はみ｣は 缶矧;-東07j1号 ‥
をiヮ て葛

く25) i
(胡) タ

･で?
己

を

ろ轟である｡次07例で･L,伺 格の府敬が満 ち .

LFく｡ (f･を良くd)げ7- -一線釣)

lゴ方. (声をけっ5･)と盆了一一･一･面坤)

(29) (人Q))乳を U く｡
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(2り (自分の)乳を ほろ.

'2よ)華 慧 2̀̀'廟 急

をして.放生節用諸であ右が ノ (紋日さ相手の風(外部示対

a).毛色分の方へ施イ●けさせ一ようとするのtf対 し, (2i)l3台
分白身の気を繋灸さセち王座内軸の問題I･.あり.鴫竜 L=lJ.

鳴らかlて泉裳があ あ｡ (上図牟呼)

又.¥. rひく｣ t･rLA7 13oる｣ にっ い･(
E,～.1.で奉げた用例 のほかに次C)iうな女孝之比赦 してみ ろ ｡
(2ク) いすを ひく･.

(28) ?いすを かっぼろ.((29)ヒ何重1･･はあ3･)像わ桝Tt)
(コチ) 鹿毛 ひく.

(30) 軸を ひっIrろ.

(ラ/).x上着d,かタンを･ ち3っ と t̂く ･
く32) 上為のかタンを ちょっ と L̂?ほ｡み .

(33) x覇の人d)磯わも を CA(.

(34) 覇の人の俊の毛色 b̂ ,Irる.
｢ひっぼ ろJ は .ち3 っとふ ざけて.みろいIJbtくべ きで

T3い ところ圭ひく ときにも官 i･るが､′ ｢乙∧くJ l二･J々 朗がケ
TJい｡Jのこヒ1才.J紗は (5')～(a)にっいて i絡められ る｡

f三:･;I,

～('-3f7,'
漂 鳥

リヤカー圭 ひく｡

リヤカー乏 5､っLTろ｡ しその他 .大/1車,且省

線を btく.

線 を ひ?げろ. (暑く恵のほか.延長の患 あ･

ろう萱 Ĉく｡

ろうを ひっlする.

I(ql) 盛を E人く.

舛



I(42)ズ油を ひっげ ろ.

ii(芸3V'火縄 Lだセーター圭. ひく. (ひき11､ろ恵 ぐ l̀J可)痛 んだセーターを ひっEJ ･ろ .

r払くようrl勤.#で殖財 するJfひ5'T･)再 が ら解 く｣の最
速でIJどちらも使える. 那 , (うt)'L土地L(tて(如)は , 大食等う

に珂Iも.吹あでまえば.jtカヾアッ7･に如 帆ち鳥 し示 わ .

(光Jd,方5't,客観的描写で盈最のようt纏 わ帆ち･〕中 ヒ,
(叫JC)例と孟希え食わせカと.rひっは○え｣ti,扱頼Lカがあわ
と子亀されろ対象物 こ対 してよく使われていちごヒ中わかる.

く33)l結 え方が俗藷iqrrAリ･もっと延長 する･･工 ､'ぅ裏年
にもと山 方.ろうや油ではtAくJヒしか言えrJい｡ 軌 工魚体fJ:

d)㍗.本来対象物 ヒなりえfi-いはす"で･あるが＼巧練豆ひく｣勃

傭 ヒd)糸瓜 から∴まT=は.線状Lて尊くのけLてゆくことから.

｢ひ(J i:菖わA..ろようIてfJl7r=のだろう｡ ｢索 をl言h｣ ヒ
盲うと.r束をIJろ｣ o)ようrJ患泉食いにfJってし3う.

くgf) 犯人邑 丸各に

(郎) 犯人互丸を Lこ
(卯)メ彼せ星 野貫lこ
(43) 彼女皇 帝葵lこ

(卵)x●いやがろ相子色
(fo) いやがろ由子乏

かく｡ (～が ひが払方)

ひっげろ. し～が ひっけ ちれb)

ひく.

ひっは̀ろ.

蘇才望lて ひく｡

蘇理 lて ひっLJ･る,

(f/) X線 を 熱い一伸軌 こ ひく｡

(52) 華 を 終い仲剛こ Ẑ っげろ.
(45)から13､人や人の心をすす象ヒ毒舌虜合でa)るが ,何が

何 でi原理欺盈仲人を由分の恵良に糾 せよう (仲間lて人肌

よう)t'うみときくこは, ｢一ひ-,ぼ る｣.しか摩 え(よい｡また,
亀 いことIく添 うとさにi,薄 手が敏郎 ろさとポチ得されろ
ので,｢ひっぼ るJ が絡んで促わ叔て●いち｡

loざ



く甲) 舟針 く 廿も､収て 八部 LT= ｡
(34) 丸針 こ ひっばらJiて'入部 し亘こ

く由).Li,紬 が衆虜 も冬■i亘 っfこげ b～･J.画 .てサ 嘩
o)轟匁が廿rfJt)殊く,本人Q)卑生で .叩 くややをえで入軌
T=Jうに阜嘆け.tJ高 .

■-■

え.∫･rIJみi.ヒrLAっLlrちJ.ド.わいて'
(sE) 蕗を ピーンヒ 寝ろ.

(Sli). 藤 色 t.⊥ ン●と ひっげ ろ｡

`ヽ

ミ収 らl土,率を丁息から佃の一息人ゆ呑みrJ.<

ヒヒ如 ヒ.ほぼ轟AI=:増 しIit;し去､し, (3i)は

7てある射 て.●阜7ヒそれ野◆Q?qtl.令
鳥にもヒれろ,

･･加壬刀な
･
･･つ
′
J

′●

●.■

-＼
ば

､つ

す

に

い

痩

.+>
･･･守
.,I,･.

.リ
∴す
＼･ろ
∴

は
.
.
i

(i?)' 木魚の皮を はる･ (とりうげろこ.り
(顔)7分艶の膚を t̂?げ｡ろ'｡
(57)ヒ同島T･rひっげ ろ｣ と Iま. 尊適盲わない.

(5?) 曲れf=希姥 を (よく) ひっは〇十そ ばや二｡
く̀o) .めれrこ布地を は,て ひっ13･尋'.' ･'

はり親 に布をt3ち塊令 .(91)Lよよく盲ろことばで.あるが,

(Lo川 不貞蕗rあ み ｡ r･まっiわサ 1 持 ち舌 ぇ̀ゐ'Tですう千､.
Iのようなときは,TはTろJl'橘 新 二萱草､永.5,I)了 ひっげ
ち.ほ,離 俗ののびが垂争fJの●でIJ･TJL､Ttちらか .

りl) ×おもち毛 かく.

-t'-完工 ･芝;i… ,:;ニ汀 ･･･ ←肇 +
(44)が r.七一9十 を(.3る｣ 軍事え1Jいこヒヒ,このあ､与ち
の例から,. ｢ひitT●る,の直義噴飯互考えてみろ. ru･1,Lr
ろ｣ の本東d)目軌 才,'移助や毅彦 1･･IJfsくて,かきdiげ し′

LOG



切 t)軸 Lrでヒ%･う｡ ･iL.そうであるとちれば,rひっげろ｣

･ま,土涼tが大軌 こlSうてくる.一女皇国度 し..別 4'息からbt
くかJ南側から艶か由にbL･くというIklこfJううo

3. そd)件の傾句碑rJ善いか こついて

3･1. 横網句btt鉄
衣d)Jうに,.痛同軍ヒ･し･て周東が定義LT=i･O,bVあ あ･
｢L̂く｣

t

(り 客を t̀̂(.1

(之)丸を ◆bLく｡

く3)人目を ひく｡
(ヰ) 産亀を ひく

(与)後ろ俊 を ひカ､小鳥｡

(占)(卓掛こ)心が tAかれろ.
LT) かくそ あまた ｡

(a) 血助 を ひく.

(1')彼去 ひぐ.

くlOJ鬼を ひと.

(I/) 帝巷を ひくi

(1.2) 例を ･ひく.
く13) くLL､空 ひく｡

(Iq) かどを ひく.

(If)身を ひく.
(IQ)値段を ひく.

くけ) タから2.ま か < ｡

く/aj粉を ひく｡
く/?) ピアノ毛 か (- ム

(∫)～(7)は･相手の叱や輿如 紺 の車へ萌せつけiうヒ
頚もIヒ. 6̂かれる虜息はt単lこ′台分の-tt:が刷の‡Q)へ萄

せ っけられること. (8･)～(W)描,締農が線d)ように′倹 3
で嫁ろJヒ.(Ll)こい )ド.PpくQ)やがら淳年齢して名倉のも

のにする.こと｡く･恥 (′ケ)Llr盈(｣に鴫 しているか｡
｢ひらIioろJ･

冬草ひ-げや4
ひっl了●･)''F'工
務局を̀ ひ,げろ.
側を●.からiT与.
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(叫 顔見藍 .･かっは･る.
(･}f)?食後d)時簡 壬 かフ

Ira'･
･'しめ 足 を ひ7げ ろ｡



親合縁のたd)･慣網句 IJ,JJHiL､･ (20).(∽ lJ･‥隼 ペ9押 き:

ぼ卑しく.(叫 (13)13 (,I)-(･･.i.)と小如 いろ..I.が′.-r隼 蓄ひ

っげ ろ｣l絹 i,TJい｡ (叫 (2早 ま･時間をgD3･.･耳ヾ亘 ..:(26)
は.<1ナスd)個値観 を伴 い ､, rひくJlJ傭 ･LTJt､.
rLまろJ

(2ア)乳を はる｡

く28) 蕗 櫓を ほろ｡

く21)鳥地 毛 ljろ ｡

(30)線画を はる｡

くさJ)み え を fよる｡

(カ)飲 皇 ほ ろ .

く33)向Iう怠 けろ｡

‡('TS',

t'((芸子

慮由 を tよる.

>顛宙を.･.I.3･み｡

からrIを t_3.ろ･

､駒を.lろo

相轟を l..3ろe･,
(卵)犯 人を ほ ろ｡

(91)～(33)は･申乙内申 47カやみせかけの..*i夕日二晩帆み

ようLこするIヒ.£T;(54)くけ)i合わ竿.て.自分.C)帝僻が･下
がらrJいJう塀カ,薫..a.こと｡･(ヲ̀).TY_(3F)tJ..# rJろ_..･ihヒ̀｡

3.2,. 象J&勃絢の比敦

(

～

Llき1せる

ひっISoI)3せる

XLlよりcftrち

ひきLltJ号(ひざちぎ､る)
?か-'七･･)LJlJ写(れほ?I).ちき･tる)

xか)はなす .

■I

卜 三,7,.171;..I:';.biI;';I･;

tJ

i

xl.:bl..享めぐらす
XかっLJクリめぐ･tら.1

1エリめぐらち

ri七 .ろ｣･ほ対象物...から.車庫へd?'5.# J性急も･つ.の で,′rけちJ
ど.ユ痛 打っかない｡ rt̂3っITるJヒrJiリヮITろ J は恵攻耶

異なり,(ほろJl才あく37:.:.も rっけろJ のぐあり,rJSTJマ｣
こいまできC1い｡ 輿 ､一ら･耳｣は面的卑恵が･あ4..:ので,｢- J
とLユ錆び､-7かが,T一才々 Jヒ複合 していろ｡.rひっLl?ろ｣∴L'J.

夜食朝顔fJので,々机以上.相,まリ籍i･tつかti-b､｡

log



年. まとの

今3ぐの今朝から,明らかlこrJったことを王ヒd),索郎 乙
迎え試みろ.

rtlくJ

対象物を主体 (層別草生)′あるいは主催C)養田するグーJLに

並っ､､けようとして,カを加 えろIヒ｡その癖果. 対象塀が和
動Lf:カ､香れ 才間魚で-1川 <′ あろ一息からの一方向のカが

を痔 であ為｡

｢ひ 7けクろ｣

粛象物の乾け石 工蘇りこく夕日白き●の)鐘方向の力をかコもろこ

と｡まf= ,.rひく｣ヒ同動 く一方向lこカを加 える助命でも,;'I
kl:舛 巧み故泉力を予穐 しているときL<尊く使われる｡承っ
て, 脅カノ性のみるiの1拍 L<tJrJいものl才切り離 される･こと
があわ. rひ く｣ よりもくT=･ーけた息L･Lがする,
rほ ろ｣
対象物 (あくlまiすらTJ穿い感状の 毛の日 ;直 す'ろように
Lて.あろ虜所も占めろ-ように取直すみこと｡希軌 J子亀せ

ずJ,感度断 て一点け ら盈叱印方向つのカ紳動く と秀 えられる
が,Jのカ'が ｢はるJ の励卑条借であるかけ顧問であ方｡71L

め ろ｣rゆふめ み｣lJビヒも比敦 写るJA欝がある｡

各希文献

霊宝冨雷雲豊富 詔 慧雲陵 釣 鴫 ′細 身如 取

/714早 舟乗出放

線川音賀･宮島遺失 簡 糸鋸辞牽D /P7之年 丸軌堂盛晩
日本大帝壌刊行会 P日本国誇大舞鶴 /タ托 一%牛.t､尊虜

くその他 合鍵 ,田海歯車費.a .『衷あ帝寮t,)
音譜経歴 .･川 旨6年,6月,顧馬鹿覇感車に生き仏. /才鍵
まで虎掘 .･1刈乳 東泉為叩各区に食み,碑各 (22親)に至る.

Lol.
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